
1	 	 開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2	 	 問題は 問 6まであり，1ページから 8ページに印刷されています。

３	 	 解答用紙の決められた欄に解答しなさい。

4	 	 答えを選んで解答する問題については，選択肢の中から番号を 1つ選びなさ

い。

5	 	 の中の「あ」「い」「う」…にあてはまる数字を解答する問題については，

下の例のように，あてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選びなさ

い。

６	 	 マークシート方式により解答する場合は，選んだ番号の の中を塗りつ

ぶしなさい。

7	 	 答えに根号が含まれるときは，根号の中は最も小さい自然数にしなさい。

8	 	 答えが分数になるときは，約分できる場合は約分しなさい。

9	 	 計算は，問題冊子のあいているところを使いなさい。

	 	 終了の合図があったら，すぐに解答をやめなさい。10
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例 あ

うい
に 7
12 と解答する場合は，「あ」が 7，「い」が 1，「う」が 2となります。

マークシート方式では，　　　　　あ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

い 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

う 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9右の図のように塗りつぶします。
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－1－

問 1		 次の計算をした結果として正しいものを，それぞれあとの 1～ 4の中から 1つずつ選び，その番号を

答えなさい。

ア		 －10＋（－2）

1 .　－12	 2 .　－8	 3 .　8	 4 .　12

イ		 － 45＋
5
8

1 .　－5740 	 2 .　－ 7
40 	 3 .　 740 	 4 .　5740

ウ		 4x＋2y
3 － 5x－y

4

1 .　 x－11y
12 	 2 .　 x－5y

12 	 3 .　 x＋5y
12 	 4 .　 x＋11y

12

エ		 21　  7　 －　  28　

1 .　－5 　  7　	 2 .　－ 　  7　	 3 .　 　  7　	 4 .　5 　  7　

オ		（x＋8）（x－4）－（x－3）2

1 .　2x－41	 2 .　2x－23	 3 .　10x－41	 4 .　10x－23



－2－

問 2		 次の問いに対する答えとして正しいものを，それぞれあとの 1～ 4の中から 1つずつ選び，その番号

を答えなさい。

ア		 連立方程式
0.2x－0.4y＝1
5x＋6y＝9

を解きなさい。

1 .　x＝－3，y＝－4	 	 2 .　x＝－3，y＝－1
3 .　x＝3，y＝－4	 	 4 .　x＝3，y＝－1

イ		 2 次方程式 2x2－5x＋1＝0を解きなさい。

1 .　x＝－5±　  17　
4 	 2 .　x＝－5±　  33　

4 	 3 .　x＝5±　  17　
4 	 4 .　x＝5±　  33　

4

ウ		 xの値が 2から 5まで増加するとき，2 つの関数 y＝ax2 と y＝3xの変化の割合が等しくなるよう

な aの値を求めなさい。

1 .　a＝ 37 	 2 .　a＝ 79 	 3 .　a＝ 97 	 4 .　a＝ 73

エ		 Ａさんは家を出発して図書館に向かった。はじめは分速 70 mで歩き，途中から分速 90 mで歩いた

ところ，家を出発してから 13分後に図書館に到着した。� 	

	 また，Ａさんが分速 70 mで歩いた時間は，分速 90 mで歩いた時間より 5分長かった。� 	

	 このとき，家から図書館までの道のりを求めなさい。

1 .　970 m	 2 .　990 m	 3 .　1090 m	 4 .　1110 m

オ		 2646n が自然数の平方となるような，最も小さい自然数 nの値を求めなさい。

1 .　n＝6	 2 .　n＝14	 3 .　n＝21	 4 .　n＝42

カ		 1 辺の長さが 8 cmの正四面体の表面積を求めなさい。

1 .　16 　  3　 cm2	 2 .　32 　  3　 cm2	 3 .　48 　  3　 cm2	 4 .　64 　  3　 cm2



－3－

問 3		 次の問いに答えなさい。

ア		 右の図 1のように，線分ＡＢを直径とする円Ｏの周上に，	

2 点 Ａ，Ｂとは異なる点ＣをＡＣ＜ ＢＣとなるようにとり，	

点 Ｃを含まないＡＢ上に点Ｄを∠ＯＡＣ＞ ∠ＡＯＤとなる	

ようにとる。� 	

	 また，線分ＡＢと線分ＣＤとの交点をＥとし，線分ＣＤの

延長上に点Ｆを，ＡＣ ＯＦとなるようにとる。� 	

	 さらに，線分ＯＦ上に点Ｇを，ＡＢ ＤＧとなるようにと

り，点Ａを含まないＢＤ上に点Ｈを，∠ＢＯＨ＝∠ＦＯＨと
なるようにとる。� 	

	 このとき，次のⅰ，ⅱに答えなさい。

ⅰ　三角形ＡＣＥと三角形ＧＦＤが相似であることを次のように証明した。 ⒜ ， ⒝ に最も

適するものを，それぞれ選択肢の 1～ 4の中から 1つずつ選び，その番号を答えなさい。

［証明］

　△ＡＣＥと△ＧＦＤにおいて，

　　まず，ＡＣ ＯＦより，平行線の錯角は等し

　　いから，

　　　　∠ＡＣＦ＝∠ＯＦＣ
　　　よって，∠ＡＣＥ＝∠ＧＦＤ� ……①

　　次に，対頂角は等しいので，

　　　　∠ＡＥＣ＝∠ＯＥＦ� ……②

　　　また，ＡＢ ＤＧより，平行線の同位角は

　　　等しいから，

　　　　∠ＯＥＦ＝∠ＧＤＦ� ……③

　　　②，③より， ⒜ � ……④

　①，④より， ⒝ から，

　　　　△ＡＣＥ∽△ＧＦＤ

ⅱ　次の の中の「あ」「い」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その数

字を答えなさい。

　　線分ＯＤと線分ＡＨとの交点を Ｉとする。ＢＣ＝ＤＣ，∠ＢＣＤ＝68°のとき，∠ＡＩＤの大きさは	
いあ °である。

A B

C

I

OE

F

D G

H

図 1

1 .　∠ＡＥＣ＝∠ＧＤＦ
2 .　∠ＡＥＤ＝∠ＢＥ Ｃ
3 .　∠ＡＯＦ＝∠ＤＧＦ
4 .　∠BOH＝∠FOH

⒜の選択肢

1 .　�1 組の辺とその両端の角がそ

れぞれ等しい

2 .　�2 組の辺の比とその間の角が

それぞれ等しい

3 .　�3 組の辺の比がすべて等しい

4 .　�2 組の角がそれぞれ等しい

⒝の選択肢



－4－

イ		 次の問題は，Kさんが，データを修正する過程で気づいたことを活用してつくったものである。この

問題に対する答えとして最も適するものを，あとの 1～ 6の中から 1つ選び，その番号を答えなさい。

ある中学校では，最近 2週間に図書館を利用� 	

した生徒が 20 人いた。右の図は，それらの生

徒 20人について，それぞれの利用日数を調べ，

そのデータを箱ひげ図に表したものである。

その後，20 人のうちAさん，Bさんの利用日数を誤って集計していたことがわかったので，	

2 人の利用日数を修正した箱ひげ図を新たに作成した。

また，修正前のデータは修正前のデータからわかることを，修正後のデータは修正後のデータか

らわかることを，それぞれみたしている。

・利用日数が 7日の生徒は 3人

・利用日数が 4日の生徒は 2人

・利用日数が 2日の生徒は 2人

・�AさんとBさんの利用日数はあわせて6日

・利用日数が 7日の生徒は 3人

・利用日数が 4日の生徒は 2人

・利用日数が 0日の生徒はいない

・修正前より平均値が 0.1 日大きい

このとき，新たに作成した箱ひげ図を答えなさい。

1 .　	 	 2 .　

3 .　	 	 4 .　

5 .　	 	 6 .　

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正前

問題

修正前のデータからわかること 修正後のデータからわかること

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正後

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正後

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正後

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正後

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正後

1 2 3 4 5 6 7 8 9（日）

修正後



－5－

ウ		 次の の中の「う」「え」「お」「か」にあては

まる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1 つずつ選び，

その数字を答えなさい。� 	

	 右の図 2 において，四角形ＡＢＣＤはＡＤ ＢＣ，

ＡＤ＝ＣＤ，ＡＤ：ＢＣ＝1：2 ，∠ＢＣＤ＝90°の台形で
ある。� 	

	 また，点Ｅは辺ＢＣ上の点で，ＡＥ⊥ＢＤであり，

点Ｆは線分ＡＥと線分ＢＤとの交点である。� 	

	 さらに，点Ｇは線分ＣＦと線分ＤＥとの交点であ

る。

	 　 ＡＦ＝2cmのとき，三角形ＤＦＧの面積は
えう

かお
cm2

	 である。

エ		 ある中学校の修学旅行では，修学旅行に参加する生徒が体験学習として扇子作りか人形作りのどちら

かを行う。� 	

	 修学旅行に参加する生徒に対し，事前にどちらを体験したいか希望をとったところ，扇子作りを希望

する人数が人形作りを希望する人数より多くなったため，希望の変更を募集した。その結果，何人かが

扇子作りから人形作りに希望を変更したので，変更後の扇子作りと人形作りを希望する人数の差は，変

更前の扇子作りと人形作りを希望する人数の差より 34人分小さくなった。� 	

	 また，扇子作りと人形作りを希望する人数の比は，変更前が 2：1，変更後が 3：2だった。� 	

	 このとき，修学旅行に参加する生徒の人数として正しいものを次の 1～ 8の中から 1つ選び，その番

号を答えなさい。

1 .　180 人	 2 .　195 人	 3 .　210 人	 4 .　225 人

5 .　240 人	 6 .　255 人	 7 .　270 人	 8 .　285 人

A D

CE

F

B

G

図 2



－6－

問 4		 右の図において，直線①は関数 y＝－xのグラ

フであり，曲線②は関数 y＝ax2 のグラフ，曲線

③は関数 y＝－16 x2 のグラフである。� 	

	 点 Ａは直線①と曲線②との交点で，その x座

標は－4である。点Ｂは曲線②上の点で，線分ＡＢ
は x軸に平行である。� 	

	 また，点Ｃは線分ＡＢ上の点でＡＣ：ＣＢ＝	
1：3 である。点Ｄは曲線③上の点で，線分ＡＤ

は y軸に平行である。� 	

	 さらに，点Ｅは線分ＡＤ上の点でＡＥ＝ＥＤ
である。� 	

	 原点をＯとするとき，次の問いに答えなさい。

ア		 曲線②の式 y＝ax2 の a の値として正しいものを次の 1～ 6の中から 1つ選び，その番号を答えなさ
い。

1 .　a＝ 16 	 2 .　a＝ 15 	 3 .　a＝ 14
4 .　a＝ 12 	 5 .　a＝ 34 	 6 .　a＝ 54

イ		 直線 ＢＥの式を y＝mx＋nとするときのⅰmの値と，ⅱ nの値として正しいものを，それぞれ次	

の 1～ 6の中から 1つずつ選び，その番号を答えなさい。

ⅰ　mの値

1 .　m＝ 5
12 	 2 .　m＝ 12 	 3 .　m＝ 7

12

4 .　m＝ 23 	 5 .　m＝ 56 	 6 .　m＝ 1112

ⅱ　nの値

1 .　n＝ 76 	 2 .　n＝ 65 	 3 .　n＝ 43
4 .　n＝ 136 	 5 .　n＝ 73 	 6 .　n＝ 145

ウ		 次の の中の「き」「く」「け」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その

数字を答えなさい。� 	

	 直線①上に点Ｆを，三角形ＯＣＤと三角形ＯＤＦの面積が等しく，その x座標が正となるようにと

り，線分ＢＦと x軸との交点をＧとする。このときの，三角形ＯＤＦと三角形ＯＦＧの面積の比を最

も簡単な整数の比で表すと，△ＯＤＦ：△ＯＦＧ＝ くき ：け である。

y

x

① ②

③

O G
E

A

D
F

C
B



－7－

問 5		 片方の面が白色，もう片方の面が黒色である平らな石が 9個ある。これら

9個の石の両面には 1から 9までの整数がそれぞれ 1つずつ書かれており，

両面に書かれた数は同じである。右の図 1は，書かれた数が 1と 2の石を示

しており，1 の石は白色の面が上に，2 の石は黒色の面が上になっている。� 	

	 これら 9個の石が，図 2のように，縦 3個，横 3個に並んだます目に，す

べて白色の面を上にして 1個ずつ並べられている。� 	

	 大，小 2つのさいころを同時に 1回投げ，大きいさいころの出た目の数を

a，小さいさいころの出た目の数を bとする。出た目の数によって，次の【操
作 1】，【操作 2】を順に行い，白色の面が上となった石の個数について考える。

【操作 1】　a以上の数が書かれた石をすべてひっくり返す。
【操作 2】　bの倍数が書かれた石をすべてひっくり返す。

大きいさいころの出た目の数が 5，小さいさいころの出た目の数が 3の� 	

とき，a＝5，b＝3だから，【操作 1】により，5，6，7，8，9 が書かれた� 	
石をひっくり返す。

次に，【操作 2】により，3，6，9 が書かれた石をひっくり返す。

この結果，図3のように，白色の面が上となった石の個数は5個となる。

	 	 いま，石が図 2のように並べられている状態で，大，小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき，次

の問いに答えなさい。ただし，大，小 2つのさいころはともに，1 から 6までのどの目が出ることも同

様に確からしいものとする。

ア		 次の の中の「こ」「さ」「し」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その

数字を答えなさい。

	 	 白色の面が上となった石の個数が 8個となる確率は
こ

しさ
である。

イ		 次の の中の「す」「せ」「そ」「た」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，

その数字を答えなさい。

	 	 白色の面が上となった石の個数が 4個となる確率は
せす

たそ
である。

図 1

図 2

1
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2

図 3
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2

5

8

3

6

9

例



－8－

問 6		 右の図は，ＡＢ ＤＣ，∠BＡD＝90°，ＡＢ＝12 cm，�	
Ａ Ｄ＝Ｃ Ｄ＝6 c mの台形Ａ Ｂ Ｃ Ｄ を底面とし，	
ＡＥ＝ＢＦ＝ＣＧ＝ＤＨ＝6 cmを高さとする四角柱で
ある。� 	

	 また，点 Ｉは辺 ＧＨの中点であり，点 Ｊは辺ＡＢ上

の点で，ＡＪ：ＪＢ＝1：3である。� 	

	 さらに，点Ｋは辺ＢＣ上の点で，ＢＫ：ＫＣ＝3：1
である。� 	

	 このとき，次の問いに答えなさい。

ア		 この四角柱の側面積として正しいものを次の 1～ 6

の中から 1つ選び，その番号を答えなさい。

1 .　（72＋36 　  2　）cm2	 　　2 .　（72＋36 　  3　）cm2
3 .　（108＋36 　  2　）cm2	 　　4 .　（108＋36 　  3　）cm2
5 .　（144＋36 　  2　）cm2	 　　6 .　（144＋36 　  3　）cm2

イ		 次の の中の「ち」「つ」「て」「と」にあては

まる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，そ

の数字を答えなさい。

	 この四角柱において，3 点 Ｉ，Ｊ，Ｋを結んでできる

三角形の面積は
　　　つち て

と
cm2 である。

IH
G

E

A

D

J
B

C K

F

（問題は，これで終わりです。）
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